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—エネルギーマネジメントのグローバルスペシャリスト
である Schneider Electric は、約 180 年の歴史を持つそ
うですが、創立はいつ頃でしょうか。

安村　1836年、困難の中にあった Creusot Foundriesを
シュナイダー兄弟が引き継ぎ、2年後、Schneide & Cie.

を創立しました。1919年からは、EIFU（European 

Industrial and Financial Union）を介して、ドイツと東ヨー
ロッパでシュナイダー製品の導入が開始され、国際大手
グローバル電気グループWestinghouseと提携し、発電
所と電気機関車用電気モーター、電気装置の製造へと分
野を拡大。第一次世界大戦後には、建設、製鋼所、電気
の分野への転換を果たし、多様化した市場の開拓に向け、
事業を再編成しました。その後、数多くの戦略的資本提
携を重ね、電気業界への集中化を図り、1999年に社名
をSchneider Electric（以下、シュナイダーエレクトリック）
に変更しました。シュナイダーエレクトリックは、約
180年の歴史の中で数多くの挑戦を経て、世界 100ヵ国
以上で事業を展開しています。グループ全体で 15万人
以上の従業員を擁し、2013年度の年間売上は 240億ユー
ロにのぼっています。安全で信頼性が高く、効率的で生

産的かつ環境に配慮したエネルギーマネジメントの提供
を通じて、「エネルギーを最大限に活用する」ことに貢
献するエネルギーマネジメントにおけるグローバルスペ
シャリストの地位を確立しています。

—日本では、いつ頃から事業を展開されていますか。

安村　1962年に日本国内での事業を開始し、信頼性の
高い製品やサービス、ソリューションを幅広く提供し
てきました。現在は、関連会社を含めたシュナイダー
エレクトリックグループとして、IT運用を支えるイン
フラを提供する IT 事業、BEMS（Building Energy 

Management System）を提供するビルディング事業、
ソーラー発電向けの昇圧変電設備を提供するソーラー
事業、プラント向けソリューションを提供するエネル
ギー事業、また今年からは産業向けのデマンドレスポ
ンス事業を展開しています。
—シュナイダーエレクトリックグループは、どのような

会社で形成されていますか。

安村　タッチパネル付き表示器（プログラマブル表示
器）を提供している株式会社デジタル、産業用オート
メーションを提供しているインベンシス プロセス シス

１８０年の歴史の中で数多くの挑戦を経験

シュナイダーエレクトリック株式会社
　代表取締役社長

シュナイダーエレクトリック　日本統代表

安村 義彦氏

フランスに本社を置く Schneider Electric は、エネルギーマネジメントのグロー
バルスペシャリストとして、世界 100 ヵ国以上で、公共事業、インフラ、産業・
機械製造、ビルディング、データセンター、ネットワーク、さらには住宅用アプ
リケーションまで、多様なマーケットを網羅した統合ソリューションを提供して
いる。同社の日本法人であるシュナイダーエレクトリック株式会社の代表取締役
社長　安村義彦氏に、同社の事業概要と日本での展開等についてうかがった。

エネルギーマネジメントの
スペシャリストとして
お客様のビジネスの未来
に貢献していきます

シュナイダーエレクトリック

「エネルギーを最大限に活用する」事業を展開

http://www.bcm.co.jp/
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テムス株式会社、産業用インバータの開発・設計・製造・
試験を行っている東芝との合弁会社である東芝シュネ
デール・インバータ株式会社、受配電機器や制御機器
等の開発・製造・販売と各種サービスを提供している
富士電機との合弁会社である富士電機機器制御株式会
社の 4社と、シュナイダーエレクトリック株式会社で
形成されています。
—各事業は、どのような特徴を持っていますか。

安村　IT事業では、PCからデータセンターまで IT機
器の電源・冷却、管理を含む物理インフラソリューショ
ンを提供しています。2007年 2月に、UPS市場のリー
ダーである APCをグループの傘下に加えました。これ
により、安全かつ効率的な IT運用を支えるインフラの
提供だけでなく、ワールドワイドのネットワークと長
年の実績を持つシュナイダーエレクトリックの強みを
活かすことで、地球環境に配慮したエネルギー効率の
高い統合的なソリューションを幅広く提供することが
できるようになりました。例えば、シュナイダーエレ
クトリックの代表的な製品であるデータセンター・サー
バールーム向けソリューション「InfraStruxure」は、エ
ネルギー効率の高いデータセンターをつくるインフラ
システムであり、刻々と変化する IT環境やビジネスの
規模に合わせて、電源・ラック、冷却、計画、管理の

組み合わせが可能なオンデマンド・アーキテクチャー
です。成長に応じて段階的に投資することで、初期投
資の削減を実現しています。
ビルディング事業では、空調や照明等の中小建物設備

におけるエネルギー使用をデマンドコントロールや自動
制御システムにより最適化を図るとともに、エネルギー
の見える化やコンサルを提供するなど、運用改善支援に
関するトータルソリューションを提供しています。
ソーラー事業では、大型 3相インバータ、集電箱、

昇圧変圧器、配電盤を内蔵、エアコン、換気扇、塩害フィ
ルターを付けたパッケージ型変電所を日本の法規や風
土に対応できるよう国内で組み立て提供しています。
エネルギー事業では、受配電の設計・設置・運用を

可能とするトータルソリューションを提供しています。
その他にも、電力需要安定化を迅速かつ確実に実現

するソリューションを提供する産業向けのデマンドレ
スポンス事業など、エネルギーマネジメントを支援さ
せていただく事業を展開しています。

—シュナイダーエレクトリックの「強み」は何でしょうか。
安村　エネルギーマネジメントを推進していく中で、そ
れに必要なデータを生成するコンポーネントと、その
データを使うシステムの両方を提供していることがあげ
られます。「安全性」「信頼性」「効率性」「生産性」の 4
つの理念を掲げて、お客様の視点に立ちながら、エネル
ギーの有効利用を促すソリューションを提供してきまし
た。安全性とはお客様の資産の保護を優先すること、信
頼性とは重要なアプリケーションに確実な電力供給を行
うこと、効率性とはエネルギー効率を促して消費支出と
運用コストを最適化すること、生産性とは、場所や局面
を問わず自動化や接続性を確保することです。シュナイ
ダーエレクトリックは、独創的な立場から革新的な統合
ソリューションを提供し、より安全でかつ確実に、高効
率で有効なエネルギー利用を可能にしています。

電源、ラック、冷却、監視・管理、サービスを含めた、高効率な
データセンターおよびサーバーを実現する物理インフラソ
リューションを提供

ＩＴ事業

オープンシステム採用によるビルエネルギー管理システム、
ライフサイクルコストの低減およびエネルギー管理のトータ
ルソリューションを提供

ビルディング事業

グローバル実績に基づく高信頼、高効率な太陽光発電向け
ソリューションと、関連するエンジニアリングサポートを提供

ソーラー事業

世界トップクラスのシェアを誇る受配電機器、保護・制御監視
設備を提供し、需要家の安定的な事業活動に貢献

エネルギー事業

電力需給安定化を最も迅速・確実に実現する産業用デマンド
レスポンスソリューションを提供

デマンドレスポンス事業

シュナイダーエレクトリックの主な事業
◆シュナイダーエレクトリック株式会社
　www.schneider-electric.com/jp

安全で確実、高効率なエネルギー利用を可能に

http://www.bcm.co.jp/
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